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鈴木　絵美留

<前号（215）号から続き＞
形状面では、15世紀特有の細長いシルエッ

トや、やや尖ったつま先をもつ例も見られ、
実用品でありながら当時の都市的な流行を反
映していた可能性が指摘されています。

さらに興味深いのは摩耗痕の分析です。か
かと外側や前足部中央、親指付近に集中する
摩耗は、歩行時の体重移動を示すと同時に、
石畳や未舗装路が混在する港湾都市特有の路
面環境を物語るものになります。また、複数
の靴底には縫い直しや当て革などの補修痕が
確認されており、これは靴が決して使い捨て
ではなく、修理を重ねながら長く使用されて
いたことを示しており、革製履物の経済的価
値の高さを裏付けていると思われます。

こうした革靴底の研究は、単なる服飾史に
とどまりません。歩行習慣、都市インフラ、
労働環境、さらには生活水準までを読み解く
手がかりとなる点で、中世都市社会を復元す
るうえで重要な意味を持っており、エルブロ
ンクの足元からは、港町に生きた人びとの日
常が見えてきますね。興味がありましたら、
2025年にポーランド語と英語で書かれた調査
報 告 書『Wie l k o ś ć ,  k s z t a ł t  i  ś l a d y  
użytkowania na podeszwach skórzanych z 
Elbląga (Polska) w XV wieku 』をインター
ネット上から読むことできます。
https://www.researchgate.net/publication/
390019442_Size_shape_and_traces_of_wear_on_
leather_soles_from_Elblag_Poland_in_15th_
c en t u ry _W i e l k o s c _k s z t a l t _ i _ s l a dy_
uzytkowania_na_podeszwach_skorzanych_z_
Elblaga_Polska_w_XV_wieku　

ポーランド語や英語が理解できなくても、

発掘された革靴底の資料画像などから実際に
どのような形で発掘されたのかを知ることが
できる大変興味深い資料です。

少し余談になりますが、このエルブロンク
の近郊にトルソ遺跡があります。ここはヴァ
イキング時代の貿易港であり、ここでの重要
な品物は琥珀や動物の毛皮だったようです。
トルソ遺跡からは靴それ自体の出土の記録は
ないようですが、革片などは発掘調査の記録
から明らかになっています。

また、オランダのドルドレヒトやイギリス
のロンドンなど、ヨーロッパのいくつかの場
所では、考古学的発掘調査でグダニスクやエ
ルブロンクと類似したコレクションが発見さ
れています。

さて、グダニスクの話に戻りましょう。カ
ラーで紹介できないのが大変残念ではあるの
ですが、グダニスク考古学博物館学術担当副
部長のベアタ氏からお話を伺いたくさんのお
写真を見せていただき、かわとはきもので紹
介しても良い許可をいただきましたので出来
る限り多く紹介したいと思います。

前号のかわとはきもの215号でマリアッカ
通りの話をしましたが、発掘された遺物はマ
リアッカ通りだけでなく、グダニスクのさま
ざまな場所から出土しています。特定の工房
や作業場から見つかるわけではなく、生活層、
汲み取り穴（便槽）、中庭、あるいは都市の
堀やモトワヴァ川の水で浸水した穀倉島（グ
ラナリー・アイランド）のかさ上げ地盤など
の埋立層から発見されているそうです。

靴職人や革細工職人は、裕福な顧客や市場
に近いメイン・シティの中心部に位置してい
ました。一方で、皮なめしの職人は、皮を洗
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浄したりオーク樹皮で浸したりするために水
が必要な工程が多く、流水へのアクセスが不
可欠だったことから、水路や低地、例えば旧市
街やラドゥニャ運河周辺に位置していました。

グダニスクの通りの名前には、職人の仕事
が 反 映 さ れ て い ま す。 た と え ば、 靴 職 人

（Szewska通り）、革細工職人（Kaletnicza通り）、
な め し 職 人（ G a r b a r y 通 り）、 毛 皮 職 人

（Kuśnierska通り）などです。＜次号へ続く＞

注：�掲載画像はすべてグダニスク考古学博物
館より提供

こちらもラスタディア通りの発掘地点の上空写真。
ラスタディア地区は港湾エリアであり、この上部
に見えているのがノワモトワヴァ川（Nowa Motła
wa）。本流のモトワヴァ川の分流で後に人工的に
作られた水路・分流洪水対策・港湾機能・水運の
ために整備された新しいモトワヴァ川という名前
の川。このノワモトワヴァ川と本流のモトワヴァ
川に挟まれているのが穀倉島（グラナリー・アイ
ランド）であり、埋立・湿地・水没層が多いため、
革や木、布や靴など有機物が非常に良好に保存さ
れるような環境になっている。(Gdansk, Lastadia 
Street, view 255_133_03_foto K.Kocińska_25)

グダニスクのラスタディア通りの上空からの景観
（発掘地点の様子）
(Gdansk, Lastadia Street, view 255_133_03_fbn_13)
写真下部に腰をかけている人たちと立っている人
たちが14人ほど写っているのが見える。人の大き
さと比較するとかなり大規模な発掘現場。




